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8月

市民税〔第2期〕 8月31日

国民健康保険税〔第4期〕 8月31日

今月の
納期限

今月の
納期限

は市役所、 は保健福祉ふれあいセンター、 は山県市商工会館、 は伊自良老人福祉センター、
は美山支所、 は美山構造改善センター、 は美山中央公民館美中美構美支

伊商保市

日

休日診療：後藤
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市三輪　058・
229・1031）

休日診療：松井
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市石原　058・
229・5655）

休日診療：大前
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市太郎丸新屋敷
058 ・ 229 ・

3131）

休日診療：永田
医院 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市福富天神前
0 5 8 ・ 2 2 9 ・
2101）

休日診療：石田
内科 9：0 0 ～
15：00、16：00
～19：00（岐阜
市福富出口
058 ・ 229 ・

5530）

月 火 水 木 金 土

1日

8日

15日

22日

29日

はみがきけんし
ん
13：00～14：

00
保

9日

16日

23日

30日

はみがきけんし
ん
13：00～14：

00
伊

弁護士相談
（会場：3 階

304 会議室）受
付13：00～14：
30
社会保険相談

1 0：0 0 ～
15：00
美中

市

行政相談
13：00～15：

00
伊

ツベルクリン予
防接種
受付13：15～

14：00
乳幼児相談
受付10：00～

11：00
社会保険相談
10：00～15：

00
商

伊

保

10日

17日

24日

31日

3歳児健診
受付13：00～

14：00
保

1 歳 6 か月児健
診
受付13：00～

14：00
保

10・11か月児健
診
受付13：00～

14：00
献血
山県市役所 9：
30～12：30、（株）
ファミリースーパー
マルキ高 富 店
14：00～16：00

保

3 ・ 4 か月児健
診
受付13：00～

13：15
保

11日

18日

25日

1日

ハッピーライフ
相談

9： 0 0 ～
12：00
美支

乳幼児相談
受付10：00

～11：00
ハッピーライフ
相談

9： 0 0 ～
12：00
美支

美構

行政・人権擁護
相談
13：00～15：

00
ハッピーライフ
相談

9： 0 0 ～
12：00
美支

保

BCG予防接種
受付13：15～

14：00
心の相談

1 3：3 0 ～
15：00
ハッピーライフ
相談

9： 0 0 ～
12：00
美支

美構

保

ハッピーライフ
相談

9： 0 0 ～
12：00
美支

12日

19日

26日

2日

子宮がん集団検
診

受付13：15
～14：00
美構

マタニティクラ
ス
10：00～13：

30
子宮がん集団検
診
受付13：15～

14：00
保

保

13日

20日

27日

3日

21日

14日

28日

4日

2日　 3日　 4日 5日 6日 7日

9月
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市
で
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
羅
針

盤
と
な
る
「
第
一
次

総
合
計
画
」
の
策
定

に
着
手
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
こ
の
計

画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
な
ど
を

反
映
す
る
た
め
、
市

民
ま
ち
づ
く
り
意
向

調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。調

査
方
法
は
、
山

県
市
内
に
住
所
を
有

す
る
十
八
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
無
作

為
抽
出
に
よ
り
三
千

人
に
調
査
票
を
郵
送

で
配
布
、
回
収
し
ま

し
た
。

こ
こ
で
、
そ
の
調

査
結
果
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。（
端
数

処
理
、
無
回
答
等
に

よ
り
、
合
計
が
100
％

に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

調
査
期
間

平
成
16
年
5
月
14
日
〜
31
日

回
収
数
と
回
収
率

1
3
3
0
人
　
44
％

回
答
者
の
性
別
・
年
代
・
居
住
地

域
・
家
族
の
構
成
の
割
合
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

性
別男

性
　
38
％

女
性
　
55
％

年
代18

歳
か
ら
19
歳
　
2
％

20
歳
代
　
　
　
　
8
％

30
歳
代
　
　
　
　
13
％

40
歳
代
　
　
　
　
16
％

50
歳
代
　
　
　
　
22
％

60
歳
代
　
　
　
　
22
％

70
歳
以
上
　
　
　
14
％

居
住
地
域

高
富
地
域
　
　
58
％

伊
自
良
地
域
　
11
％

美
山
地
域
　
　
29
％

家
族
の
構
成

2
世
代
同
居
世
帯
　
47
％

3
世
代
同
居
世
帯
　
25
％

夫
婦
の
み
の
世
帯
　
18
％

ひ
と
り
暮
ら
し
　
　
4
％

そ
の
他
　
　
　
　
　
5
％

問
い
　
山
県
市
の
住
み
良
さ
を
ど
の
よ

う
に
お
感
じ
で
す
か
。

市
民
の
四
人
に
三
人
は
、
山
県
市
を

住
み
良
い
ま
ち
と
感
じ
て
い
ま
す
。

問
い
　
山
県
市
に
「
自
分
の
ま
ち
」
と

し
て
愛
着
を
感
じ
ま
す
か
。

市
民
の
七
割
は
、
山
県
市
に
対
し
て

愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
。

問
い
　
山
県
市
に
住
み
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
か
。

市
民
の
八
割
が
、
山
県
市
に
住
み
続

け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
　
将
来
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
か
。

市
民
の
四
人
に
三
人
は
、
将
来
へ
の

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

第1次山県市総合計画に関する�

性
別

年
代

居
住
地
域

家
族
の
構
成

問
い

問
い

問
い

問
い
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問
い
　
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
に
つ
い
て

ど
の
程
度
満
足
し
て
い
ま
す

か
。（
複
数
回
答
）

満
足
度
の
高
い
施
策
は
、
自
然
環
境

（
保
全
）
や
水
道
の
整
備
状
況
、
近
所

づ
き
あ
い
な
ど
で
、
一
方
、
満
足
度
の

低
い
施
策
は
、
地
域
経
済
対
策
や
人
材

の
確
保
・
育
成
、
公
園
・
広
場
や
子
ど

も
の
遊
び
場
な
ど
、
活
力
（
に
ぎ
わ

い
）
づ
く
り
や
子
育
て
に
関
す
る
項
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

特
に
ど
の
分
野
に
力
を
注
ぐ
べ

き
で
し
ょ
う
か
。（
複
数
回
答
）

今
後
の
重
点
分
野
と
考
え
ら
れ
て
い

る
の
は
上
位
か
ら
、「
自
然
環
境
の
保

全
」「
医
療
体
制
の
充
実
」「
高
齢
者
福

祉
の
充
実
」「
生
活
道
路
の
整
備
」「
公

共
交
通
機
関
の
充
実
」
で
す
。

一
方
、
子
育
て
な
ど
高
齢
者
以
外
の

福
祉
、
住
宅
整
備
や
交
流
活
動
な
ど
は

あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。

問
い

問
い

施設の満足度（加重平均）
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問
い
　
山
県
市
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

（
複
数
回
答
）

高
齢
化
を
反
映
し
て
か
、
健
や
か
・

安
ら
ぎ
へ
の
期
待
が
高
く
、
ま
た
、
自

然
や
利
便
性
な
ど
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

大
都
市
近
郊
と
い
う
本
市
の
特
性
を
生

か
し
た
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

へ
の
期
待
が
う
か
が
え
ま
す
。

問
い
　
道
路
環
境
で
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で

し
ょ
う
か
。（
複
数
回
答
）

道
路
環
境
の
重
視
点
と
し
て
、
高
齢

化
を
背
景
に
、
交
通
安
全
対
策
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
な
ど
、
福
祉
的
配
慮
へ
の
関

心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
、
市
内
の

道
路
網
の
充
実
は
2
割
以
下
と
低
い
の

が
特
徴
的
で
す
。

問
い
　
高
齢
者
福
祉
等
で
今

後
力
を
注
ぐ
べ
き
こ

と
は
何
で
し
ょ
う

か
。（
複
数
回
答
）

「
年
金
制
度
や
老
人
医
療

制
度
の
充
実
」
が
約
5
割
と

な
っ
て
お
り
、
市
民
は
社
会

保
障
制
度
を
高
齢
期
の
暮
ら

し
を
支
え
る
主
要
な
柱
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
、

続
い
て
、
介
護
対
策
や
保

健
・
医
療
へ
の
関
心
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
　
少
子
化
対
策
と
し
て

今
後
力
を
注
ぐ
べ
き

こ
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。（
複
数
回
答
）

「
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
で

き
る
環
境
整
備
」
が
約
6
割

に
達
し
て
い
て
、
働
き
な
が

ら
子
育
て
と
い
う
意
識
が
定

着
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
ま
す
。

問
い

問
い

問
い

問
い
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問
い
　
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
の
中

で
特
に
重
要
な
こ
と
は
何
で
し

ょ
う
。（
複
数
回
答
）

環
境
対
策
の
重
視
点
で
は
、
豊
か
な

自
然
の
象
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、『
水
』

へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
循
環
型
社
会
の
た
め
の
、
リ

サ
イ
ク
ル
（
資
源
と
し
て
活
か
す
）、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご
み
の
量
を
減
ら
す
）、

リ
ユ
ー
ス
（
繰
り
返
し
使
う
）
が
定
着

し
て
き
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

問
い
　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
備
え

て
、
主
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
ま
す
か
。（
複
数
回
答
）

「
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
準

備
」
が
5
割
と
群
を
抜
い
て
い
ま
す

が
、
言
い
換
え
る
と
、
こ
れ
ら
は
防
災

対
策
以
外
で
も
利
用
さ
れ
る
も
の
と
し

て
用
意
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
非

常
用
食
糧
・
飲
料
水
の
準
備
、
家
具
等

の
転
倒
防
止
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
防
災
対

策
は
2
割
前
後
で
す
。
ま
た
、
4
人
に

1
人
は
特
に
備
え
を
し
て
い
な
い
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

問
い
　
こ
の
一
年
間
の
各
種
団
体
や
行

事
な
ど
へ
の
参
加
状
況
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

「
時
々
参
加
し
て
い
る
」
が
約
5
割

を
占
め
、「
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
る
」

を
合
わ
せ
る
と
、
市
民
の
3
人
に
2
人

は
地
域
の
団
体
活
動
等
へ
参
加
し
て
い

ま
す
。

問
い
　
参
加
し
た
い
考
え
る

活
動
は
何
で
す
か
。

（
複
数
回
答
）

市
民
が
参
加
し
た
い
（
で

き
る
）
と
考
え
て
い
る
活
動

で
は
、
環
境
保
全
や
美
化
、

自
然
保
護
な
ど
、
環
境
関
連

の
活
動
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。

一
方
、
教
育
・
文
化
や
情

報
、
交
流
な
ど
へ
の
参
加
意

向
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
い

問
い

問
い

問
い
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問
い
　
市
の
行
政
運
営
（
市
役
所
）
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

要
望
し
ま
す
か
。（
複
数
回
答
）

市
役
所
へ
の
期
待
と
し
て
は
、『
職
員
の

資
質
向
上
』
や
『
役
所
の
親
近
感
』、

『
迅
速
で
簡
単
な
手
続
き
』
が
目
立
ち

ま
す
。
合
併
後
間
も
な
い
た
め
の
実
情

把
握
の
不
足
、
窓
口
対
応
の
と
ま
ど
い

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
、
窓
口
体
制
を
変
更
し
た
こ
と
な

ど
が
、
親
近
感
の
希
薄
化
を
感
じ
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

問
い
　
市
民
参
加
を
広
げ
る
た
め
に
力

を
入
れ
る
べ
き
こ
と
は
何
で
す

か
。（
複
数
回
答
）

「
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
多
く
の
意
見

を
聞
く
」
が
約
5
割
で
、
回
答
が
集
中

し
て
い
ま
す
。「
市
民
参
加
の
し
く
み

づ
く
り
を
強
化
す
る
」
や
「
自
主
的
な

団
体
活
動
を
支
援
す
る
」
な
ど
へ
の
関

心
は
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。
具
体
的

な
市
民
活
動
へ
の
支
援
よ
り
、
幅
広
く

市
民
の
意
向
を
把
握
す
る
こ
と
へ
の
関

心
が
高
い
の
が
特
徴
的
で
す
。

問
い
　
市
政
（
ま
ち
づ
く
り
）

や
地
域
に
関
し
て
、

欲
し
い
情
報
は
何
で

す
か
。（
複
数
回
答
）

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
防
災
・

救
急
等
、
健
康
管
理
な
ど
へ

の
関
心
が
高
く
、
電
子
行
政

や
安
全
・
安
心
情
報
へ
の
ニ

ー
ズ
が
う
か
が
え
ま
す
。

問
い
　
市
民
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
山
県
市
が
今
よ
り
も
ず
っ
と

住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

な
る
と
思
う
　
　
　
　
　
　
38
％

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

な
る
と
思
う
　
　
36
％

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば

な
ら
な
い
と
思
う
　
7
％

わ
か
ら
な
い
　
　
　
　
　
　
4
％

な
ら
な
い
と
思
う
　
　
　
　
12
％

今
後
、
こ
の
調
査
結
果
を
十
分

検
討
し
、
計
画
策
定
に
反
映
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
い

問
い

問
い

問
い
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六
月
二
十
八
日
、
乾
小
学
校

に
メ
キ
シ
コ
人
訪
問
団
が
訪
れ

交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
メ
キ
シ
コ
人
訪
問
団
は

五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
男

女
十
五
人
。
大
桑
出
身
で
メ
キ

シ
コ
合
衆
国
ラ
・
エ
ス
ペ
ン
サ

市
で
日
本
語
学
校
を
開
設
し
て

い
る
坂
井
冴
子
さ
ん
の
学
校
に

通
う
生
徒
や
関
係
者
で
、
六
月

二
十
七
日
か
ら
七
月
五
日
ま
で

市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
市

内
の
四
小
学
校
な
ど
で
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
訪
問
団
が
ラ

テ
ン
音
楽
に
あ
わ
せ
て
踊
り
な

ど
を
披
露
。
六
年
の
長
屋
敬
大

さ
ん
は
「
メ
キ
シ
コ
の
人
に
は

初
め
て
会
い
ま
し
た
。
踊
り
が

と
て
も
き
れ
い
で
感
激
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
高
富
小
学
校
の
六

年
生
八
十
二
名
は
、
福
祉
に
つ

い
て
取
り
組
む
総
合
的
な
学
習

の
一
つ
と
し
て
大
桑
の
椿
野
苑

を
訪
れ
、
施
設
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
六
月
二
十
九
日
に

訪
問
し
た
六
年
三
組
の
二
十
七

名
は
、
林
田
副
施
設
長
に
案
内

し
て
も
ら
い
な
が
ら
施
設
の
説

明
を
受
け
た
後
、
入
所
者
の
皆

今
年
度
か
ら
市
で
は
、
山
県

歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、

む
し
歯
予
防
に
効
果
が
あ
る

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
を
市
内
全

部
の
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
中

学
校
で
実
施
し
ま
す
。
自
治
体

規
模
で
実
施
す
る
の
は
、
県
内

初
で
、
十
月
ご
ろ
ま
で
に
は
全

施
設
で
完
全
実
施
す
る
見
込
み

で
す
。
六
月
十
七
日
に
は
美
山

中
央
公
民
館
で
、
保
育
士
や
小

中
学
校
の
教
諭
を
集
め
指
導
者

講
習
会
を
開
催
。
朝
日
大
学
の

磯
崎
篤
則
教
授
が
講
演
を
行
わ

れ
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の
有
効
性

な
ど
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ん
と
語
り
合
い
や
風
船
遊
び

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

お
年
寄
り
と
た
く
さ
ん
お
話
が

し
た
い
と
思
っ
て
き
た
と
い
う

土
井
麻
理
子
さ
ん
は
「
は
っ
き

り
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
、
う
ま
く

伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

施
設
内
は
段
差
が
無
く
、
工
夫

さ
れ
て
い
る
な
あ
と
思
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

高
富
小
六
年
生
が

椿
野
苑
を
訪
問

メキシコ人と交流

子
供
の
む
し
歯
予
防
に

「
フ
ッ
化
物
洗
口
」
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法
務
省
が
主
唱
す
る
第
五
十

四
回
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
強
調
月
間
が
七
月
一
日
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

内
の
保
護
司
や
更
正
保
護
女
性

の
会
、
B
B
S
会
が
中
心
と
な

り
、
市
内
を
街
宣
し
、
保
育

七
月
七
日
、
高
富
中
央
公
民

館
技
術
室
で
山
県
市
「
花
の
都

ぎ
ふ
」
運
動
推
進
協
議
会
が
花

づ
く
り
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
講
習
に
は
、
市
内
か
ら

三
十
二
人
が
参
加
し
、
長
良
園

芸
社
長
の
安
藤
正
彦
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
「
夏
を
涼
し
く
過
ご

園
、
幼
稚
園
な
ど
で
風
船
を
配

り
、
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
に
毎
年
七
月
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

す
為
の
寄
せ
植
え
」
を
テ
ー
マ

に
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
約

十
五
分
程
度
で
、
ガ
ラ
ス
鉢
の

中
に
五
種
類
の
観
葉
植
物
を
植

え
、
ビ
ー
玉
を
土
の
表
面
に
飾

り
、
透
明
感
あ
ふ
れ
る
涼
し
げ

な
寄
せ
植
え
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

市
の
快
適
な
生
活
環
境
を
守

る
た
め
、
市
内
で
の
ゴ
ミ
の
散

六
月
二
十
九
日
、
県
農
業
高

校
生
海
外
実
習
派
遣
団
員
に
選

ば
れ
た
、
岐
阜
農
林
高
校
三
年

の
村
橋
洋
江
さ
ん
（
松
尾
）
が

市
役
所
を
訪
れ
、
平
野
市
長
ら

に
出
発
を
前
に
し
た
抱
負
な
ど

を
語
り
ま
し
た
。
こ
の
派
遣
団

は
県
の
農
業
高
校
生
十
名
が
、

七
月
十
六
日
か
ら
約
三
週
間
か

け
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
を

乱
や
公
害
な
ど
を
調
査
、
監
視

し
て
い
た
だ
く
、
環
境
保
全
監

視
員
の
委
嘱
式
と
研
修
会
が
六

月
三
十
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

監
視
員
は
住
民
代
表
の
方
な

ど
二
十
五
名
で
、
こ
の
日
は
今

年
度
新
し
く
監
視
員
に
な
ら
れ

た
方
に
市
長
よ
り
委
嘱
状
が
渡

さ
れ
た
後
、
岐
阜
地
域
振
興
局

の
古
田
常
道
環
境
課
長
か
ら
廃

棄
物
処
理
法
（
廃
棄
物
の
処
理

お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
）

に
つ
い
て
、
市
消
防
本
部
　
橋

信
夫
予
防
課
長
か
ら
は
不
正
軽

油
撲
滅
対
策
に
つ
い
て
の
お
話

が
あ
り
、
皆
さ
ん
真
剣
な
表
情

で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

回
り
、
農
業
実
習
や
視
察
を
行

う
も
の
で
、
広
い
視
野
に
立
っ

て
農
業
に
取
り
組
む
農
業
後
継

者
の
育
成
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。
村
橋
さ
ん
は
「
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
農

業
実
習
を
し
ま
す
。
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、
私
は
農
業
が
大
好

き
な
の
で
、
す
ご
く
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

高
校
生
が
海
外
で

農
業
研
修

環
境
保
全
監
視
員

委
嘱
式
と
研
修
会

明
る
い
社
会
に

し
ま
し
ょ
う

涼しそうな寄せ植えが完成

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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す
。（
敬
称
略
）

▼
六
年
男
子
　
百
　
一
位
　
恩

田
英
臣
（
桜
尾
小
）、
八
百
■

二
位
　
山
田
遼
介
（
高
富
小
）、

同
四
位
　
岡
山
拓
生
（
富
岡

小
）、
4
×
百
　
リ
レ
ー
三
位

神
原
秀
法
（
富
岡
小
）
・
井
貝

星
良
（
高
富
小
）
・
吉
田
貴
博

（
高
富
小
）
・
恩
田
英
臣
（
桜

尾
小
）、
▼
六
年
女
子
　
八
十

■
障
害
三
位
　
早
矢
仕
実
由

（
高
富
小
）、
同
四
位
　
田
中
美

有
（
い
わ
桜
小
）、
同
五
位

辻
　
葉
子
（
富
岡
小
）、
▼
四

年
女
子
　
八
百
　
二
位
　
小
野

島
桃
子
（
高
富
小
）

六
月
十
三
日
に
長
良
川
競
技

場
で
行
わ
れ
た
、
全
国
小
学
生

陸
上
競
技
交
流
大
会
岐
阜
県
予

選
に
、
た
か
と
み
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
陸
上
競
技
講
座
で
練
習

を
重
ね
て
い
る
小
学
生
の
皆
さ

ん
が
出
場
し
、
全
国
大
会
出
場

な
ど
の
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

ま
し
た
。
男
子
百
　
で
一
位
と

な
り
、
東
京
で
の
全
国
大
会
出

場
を
決
め
た
桜
尾
小
六
年
の
恩

田
英
臣
く
ん
（
写
真
最
後
列
左

か
ら
四
人
目
）
は
「
全
国
で
も

一
位
に
な
り
た
い
。
少
し
だ
け

ど
自
信
は
あ
る
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
な
お
、
県
予
選
で

の
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で

本
年
度
の
岐
阜
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
総
会
に
て
、
人
権

擁
護
活
動
に
対
し
活
躍
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
各

種
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

名
古
屋
法
務
局
長
感
謝
状

尾
関
　
千
代
子

林
　
　
教
江

山
田
　
愛
子

人
権
擁
護
委
員

中
部
連
盟
会
長
表
彰

臼
井
　
敏
雄

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

桐
山
　
五
十
鈴

市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
ほ

ど
北
消
防
署
に
配
備
す
る
消
防

ポ
ン
プ
車
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ン
プ
車
は
二
十
三
年

前
の
旧
山
県
消
防
組
合
発
足
当

初
か
ら
使
用
し
て
い
た
ポ
ン
プ

車
を
更
新
し
た
も
の
で
、
火
災

へ
の
対
応
の
ほ
か
、
北
部
地
域

の
特
性
に
合
わ
せ
、
少
人
数
で

も
救
急
車
や
工
作
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
応
急
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
救
助
資
機
材
等
を
積
ん

で
い
ま
す
。
六
月
三
十
日
に
消

防
本
部
で
引
き
渡
し
式
が
行
わ

れ
、
市
長
か
ら
上
野
敏
信
署
長

へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

業
を
受
け
ま
し
た
。「
ひ
ら
め

き
パ
ズ
ル
教
室
」
で
は
、
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
を
使
い
立
体
的
な

パ
ズ
ル
な
ど
を
作
成
。
立
体
的

な
パ
ズ
ル
を
見
事
完
成
さ
せ
た

中
間
菜
月
さ
ん
は
「
難
し
か
っ

た
け
ど
、
楽
し
い
授
業
で
し

た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

七
月
八
日
、
伊
自
良
中
学
校

三
年
生
が
国
立
岐
阜
高
等
専
門

学
校
の
先
生
に
よ
る
授
業
を
受

け
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
高
い
レ
ベ
ル

の
学
習
内
容
に
触
れ
る
こ
と
で

進
路
に
向
け
た
決
意
を
い
っ
そ

う
強
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
、「
映
画
で
学
ぶ
英
語
」、

「
ひ
ら
め
き
パ
ズ
ル
教
室
」、
な

ど
四
つ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
授

陸
上
競
技
で

全
国
大
会
に
出
場

高
い
レ
ベ
ル
の
学
習
内

容
に
触
れ
ま
し
た

消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新

人
権
擁
護
委
員
表
彰

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
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★
★
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★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
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★
★
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★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
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★
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★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★

.

★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
★
★
★
★
★
★
★
★
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★
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★
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メ
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ル

メ
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ル

メ
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ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル
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日　　時

8月05日（木）
午前10時～

8月31日（火）
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

未　定

内　　容

親子で
エアロビクス

施設見学

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

8月06日（金）
午前10時～

8月20日（金）
午前10時～

会　　場

伊自良老人福祉
センター

せせらぎ公園
（伊自良図書館北）

内　　容

おもちゃ作り

水遊び

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

8月04日（水）
午前10時～

8月18日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

高富中央公民館

内　　容

自分を知ろう

歌を歌おう

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

日　　時

8月04日（水）
午前10時～

8月25日（水）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

高富中央公民館

内　　容

自分を知ろう

おもちゃ作り

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

子育てママの学びと交流を目的として、子

育て教室などが開催されます。 みんなで楽

しく子育てしましょう。

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。

問い合わせ先 山県市教育委員会　社会教育課
36・3304

問い合わせ先

会場 みやまジョイフル倶楽部
日時 8月 6日（金） 午前10時～

20日（金） 〃
問い合わせ先 みやまジョイフル倶楽部

55・2608

会場 伊自良図書館
日時 8月 5日（木） 午前9時～

07日（土） 午後2時～
14日（土） 〃
19日（木） 午前9時～
21日（土） 午後2時～
28日（土） 〃

問い合わせ先 伊自良図書館　　36・3339

8月の「わくわくランド」は、お休みです。
また、9月に参加してください。

会場
日時

問い合わせ先

会場
日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

お話ピーチク読み聞かせ

わくわくランド

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22・4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て

について考えてみましょう。
◆対　象 0～6歳児の保護者

※託児あります。
◆日　時 8月19日（木） 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 不登校への対応

8月の家庭教育講座

問い合わせ先
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子
供
た
ち
が

物
事
を
論
理
的

に
考
え
る
力
や

自
己
の
主
張
を

正
し
く
伝
え
る

力
な
ど
を
身
に

つ
け
る
契
機
と

な
る
よ
う
、
山

県
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議

（
会
長：

平
野

市
長
）
の
主
催

に
よ
る
「
少
年

の
主
張
大
会
」

が
、
六
月
二
十

六
日
、
美
山
中

央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。大

会
で
は
、

ま
ず
市
内
の
小

学
生
三
名
が
、

文
集
「
山
び
こ
」

で
優
秀
作
品
と

な
っ
た
自
分
の

作
文
を
朗
読

し
、
続
い
て
市

内
中
学
校
の
一

〜
三
年
生
の
代
表
者
九
名
が
、

日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で
感
じ
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

家
　
族

美
山
中
三
年

早
川
　
幸
之
介

「
今
日
も
生
徒
会
の
仕
事
で
神

経
つ
か
っ
て
、
す
ご
い
疲
れ
た
。」

僕
は
家
族
に
ぐ
ち
を
こ
ぼ
す
。

学
校
で
起
こ
っ
た
嫌
な
こ
と
を
心

に
し
ま
っ
て
お
く
の
が
苦
手
な
僕

は
い
つ
も
ぐ
ち
ま
じ
り
の
話
を
う

ち
あ
け
る
。

で
も
、
そ
ん
な
ぐ
ち
ま
じ
り
の

話
に
で
も
家
族
は
し
っ
か
り
耳
を

傾
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
文
句
一
つ
つ
け
ず
に
真
剣
に
話

を
聞
い
て
く
れ
る
の
で
す
。
僕
は

こ
う
や
っ
て
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

て
い
ま
す
が
、
家
族
は
ど
う
な
の

で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
に
ぐ
ち
を
こ

ぼ
さ
れ
て
ス
ト
レ
ス
は
た
ま
ら
な

い
の
で
し
よ
う
か
。

あ
る
日
、
僕
の
問
い
に
母
か
ら

は
、
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。

「
自
分
の
子
供
が
う
じ
う
じ
し

て
い
る
の
は
嫌
。
だ
け
ど
、
こ
う

や
っ
て
家
族
に
学
校
で
の
話
を
し

て
く
れ
る
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し

い
。」まさ

か
「
う
れ
し
い
」
と
い
う

言
葉
が
返
っ
て
く
る
な
ん
て
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
驚
き
ま
し

た
。
な
ぜ
、
子
供
が
話
を
し
て
く

れ
る
だ
け
で
そ
ん
な
に
う
れ
し
く

な
れ
る
の
だ
ろ
う
と
そ
の
時
は
不

思
議
に
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
答
え
は
自
分
の
生
活
と
か
け

は
な
れ
て
い
る
言
葉
を
き
っ
か
け

に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド

レ
ン
で
す
。
家
が
経
済
的
に
ま
ず

し
い
、
親
が
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

生
活
す
る
の
が
苦
し
く
な
り
通
り

へ
逃
げ
て
き
た
子
供
の
こ
と
で
す
。

母
は
子
供
が
話
を
し
て
く
れ
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
世
界
に
は
子
供
に
暴

力
を
ふ
る
う
親
も
い
れ
ば
、
子
ど

も
を
収
入
を
得
る
た
め
の
道
具
だ

と
思
っ
て
い
る
親
も
大
勢
い
ま
す
。

こ
の
違
い
は
何
な
の
か
。
周
り
の

環
境
が
そ
の
よ
う
な
現
状
を
ひ
き

起
こ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

経
済
や
社
会
環
境
だ
け
で
片
付
け

て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

社
会
情
勢
が
落
ち
着
い
て
い
る

は
ず
の
日
本
で
も
同
じ
よ
う
な
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
親
が
子
供
を
部
屋
に
と
じ
こ
め

て
ろ
く
に
食
事
を
あ
た
え
ず
、
ト

イ
レ
に
も
い
か
せ
な
い
と
い
う
事

件
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
生
ま
れ

て
間
も
な
い
子
供
に
や
け
ど
を
お

わ
せ
た
り
、
泣
き
や
ま
な
い
か
ら

と
い
っ
て
暴
力
を
ふ
る
っ
た
り
す

る
事
件
が
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
親

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
よ
う

か
。
そ
の
多
く
の
原
因
は
周
り
の

環
境
に
あ
り
、
子
供
に
暴
力
を
ふ

る
う
親
は
、
自
分
が
子
供
の
こ
ろ

に
親
か
ら
ひ
ど
い
仕
打
ち
を
う
け

て
い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
そ
う
で
す
。

僕
は
今
、
い
く
ら
嫌
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
家
族
に
話
す
こ
と
で
ス

ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
ま
た
、
家
族
と
い
う
自
分
を

大
切
に
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
親
か
ら
ひ

ど
い
仕
打
ち
を
毎
日
の
よ
う
に
う

け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
話
も

で
き
ず
、
ど
ん
ど
ん
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
心
の

す
さ
ん
だ
大
人
に
な
っ
て
し
ま
う

よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

僕
は
何
度
も
家
族
に
支
え
ら
れ

て
い
る
中
で
、
特
に
家
族
と
の
絆

を
感
じ
た
の
は
、
中
学
二
年
生
の

時
で
す
。
学
校
統
合
の
影
響
や
普

段
の
生
活
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
た
め
に
、
家
族
は
毎
日
、

話
し
相
手
に
な
り
、
一
緒
に
な
っ

て
解
決
方
法
も
考
え
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
時
に
、
心
か
ら
家
族
が

い
て
よ
か
っ
た
思
い
ま
し
た
。

僕
は
今
、
生
徒
会
長
と
し
て
、

学
校
統
合
二
年
目
の
新
し
い
美
山

中
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
中
学
校
の
生
徒
中
心
に
行
う

地
域
の
ク
リ
ー
ン
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
ふ
る
さ
と
の
環
境

整
備
に
地
域
の
人
と
と
も
に
取
り

組
ん
だ
り
も
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
で
き
る
精
一
杯
の
取
り
組
み
を

す
る
。
そ
れ
が
、
家
族
の
励
ま
し

に
こ
た
え
る
こ
と
に
も
な
る
と
思

う
か
ら
で
す
。
家
族
か
ら
笑
顔
や

元
気
を
も
ら
う
。
そ
れ
に
こ
た
え

る
よ
う
に
僕
も
一
生
懸
命
頑
張

る
。
頑
張
る
姿
が
、
家
族
の
新
た

な
元
気
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
れ

が
、
学
校
や
地
域
の
元
気
に
も
つ

な
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
温

か
い
家
庭
は
、
元
気
の
源
で
す
。

明
る
い
社
会
に
つ
な
が
り
ま
す
。

僕
は
、
家
族
の
笑
顔
に
こ
た
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
今
、
自
分
の
で
き

る
こ
と
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
ま
す
。

優
秀
賞
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中
学
生
の
発
表
を
対
象
に
行

わ
れ
た
審
査
の
結
果
、
美
山
中

三
年
の
早
川
幸
之
介
く
ん
と
高

富
中
三
年
の
小
原
美
佳
さ
ん
が

優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
県
少
年
の

主
張
大
会
の
候
補
者
と
し
て
推

薦
さ
れ
た
ほ
か
、
小
学
生
を
含

め
て
十
名
の
方
に
平
野
会
長
か

ら
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
男
性
と
の
出
会
い
か
ら

高
富
中
三
年

小
原
　
美
佳

皆
さ
ん
は
、
道
端
に
落
ち
て
い

る
ゴ
ミ
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
決

し
て
気
持
ち
良
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
進
ん
で
そ
の

ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。
自
分
自
身
を
振
り
返
っ

て
み
て
だ
さ
い
。

私
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
も
の
の
、
決
し
て
拾
お
う

と
は
し
ま
せ
ん
。「
自
分
が
捨
て

た
物
じ
ゃ
な
い
し
、
赤
の
他
人
の

捨
て
た
ゴ
ミ
を
な
ぜ
私

が
・
・
・
」
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
考
え

を
覆
す
光
景
を
目
に
し
た
の
で
す
。

私
は
毎
朝
、
登
校
す
る
と
き
に

あ
る
大
人
の
男
性
の
方
と
出
会
い

ま
す
。
そ
の
方
は
三
十
歳
く
ら
い

の
会
社
員
で
し
ょ
う
か
。
す
れ
違

い
ざ
ま
に
、
い
つ
も
笑
顔
で

「
お
は
よ
う
！
」

と
眠
気
も
吹
き
飛
ぶ
よ
う
な
、

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
か
け
て
く
れ

ま
す
。

あ
る
朝
の
出
来
事
で
す
。
そ
の

方
が
い
つ
も
の
よ
う
に
向
こ
う
か

ら
歩
い
て
き
ま
す
。

「
あ
、
お
じ
さ
ん
が
来
る
。
あ

い
さ
つ
し
よ
う
。」

と
思
い
、
心
の
中
で
ひ
そ
か
に

あ
い
さ
つ
の
準
備
を
し
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
方
を
よ
く

見
て
い
る
と
三
歩
、
歩
い
て
は
し

ゃ
が
ん
で
、
ま
た
歩
い
て
の
繰
り

返
し
。
傍
ら
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ

は
異
様
な
姿
に
も
映
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
男
性
の
し
ゃ
が
ん
だ
時

の
手
の
先
を
見
る
と
ひ
と
握
り
の

ゴ
ミ
が
あ
り
、
片
手
に
は
、
タ
バ

コ
の
吸
い
殻
や
ア
メ
の
袋
な
ど
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
、
そ
の

方
は
道
端
の
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が
ら

出
社
し
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
時
、
私
は
思
い
ま
し
た
。

そ
の
お
じ
さ
ん
は
、
自
分
が
正
し

い
と
考
え
た
こ
と
、
こ
う
あ
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
を
人
目
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
素
直
に
行
動
に

移
せ
る
方
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら

こ
そ
、
道
端
の
小
さ
な
ゴ
ミ
で
す

ら
、
自
然
に
手
が
動
い
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。

ゴ
ミ
が
、
た
く
さ
ん
落
ち
て
い

る
の
を
見
る
の
は
悲
し
い
で
す
が
、

そ
れ
を
拾
お
う
と
す
る
姿
を
見
て
、

私
は
顔
が
ほ
こ
ろ
び
、
一
日
中
晴

れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
で
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
光
景
を
見
て
か
ら
と
い
う

も
の
、
私
の
考
え
方
や
行
動
に

も
、
わ
ず
か
な
が
ら
変
化
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
毎
日
の
学
校
生
活

で
行
う
掃
除
で
は
、
前
ま
で
は
掃

除
時
間
が
過
ぎ
る
の
を
持
っ
て
い

た
だ
け
で
し
た
が
、
今
で
は
ぞ
う

き
ん
で
ふ
く
と
き
は
力
強
く
、
ほ

う
き
で
掃
く
と
き
は
ほ
こ
り
一
つ

残
さ
な
い
な
ど
の
意
識
が
で
き
て

い
ま
す
。
私
は
、
掃
除
が
終
わ
っ

た
後
の
場
所
を
見
る
と
、
心
が
す

っ
き
り
し
ま
す
。
そ
の
方
が
毎
日

ご
み
拾
い
を
続
け
る
の
は
、
今
の

私
と
同
じ
気
持
ち
に
な
る
か
ら
だ

と
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
気
に
も
留
め
な
か

っ
た
の
に
、「
な
ん
で
落
ち
て
い
る

の
」と

い
う
不
快
感
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
方
と

出
会
っ
て
か
ら
、
周
り
を
見
る
目

が
変
わ
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
ゴ
ミ
を
捨
て
る
行
為
を

す
る
人
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
せ
ず
、

「
そ
れ
は
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
な
い
と

い
け
な
い
よ
」

と
ビ
シ
ッ
と
言
っ
て
い
け
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。
私
は
そ
の
一

言
が
人
を
変
え
る
と
思
い
ま
す
。

あ
る
先
生
か
ら
、
こ
ん
な
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。「
角
砂
糖
一
個

か
ら
の
出
発
」
と
い
う
話
で
す
。

海
の
水
は
塩
辛
い
。
で
も
、
だ
れ

か
一
人
で
も
そ
の
一
個
を
海
に
投

げ
入
れ
れ
ば
、
た
と
え
み
ん
な
に

と
っ
て
塩
辛
い
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、

確
実
に
砂
糖
一
個
分
は
甘
く
な

る
。
私
は
今
、
こ
う
し
た
生
き
方

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
ぐ
に
成
果
が
で
る
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
こ
つ
こ

つ
や
っ
て
、
確
か
な
事
実
を
残
し

て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
が
、
自

分
一
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人

た
ち
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
社
会

づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
信
じ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
一
度
周
り
に
目

を
向
け
る
と
同
様
に
、
自
分
自
身

の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
道
端
に
落
ち
て
い

る
ゴ
ミ
一
つ
に
対
し
て
も
、
見
て

見
ぬ
ふ
り
で
通
り
去
る
の
か
、
後

始
末
を
無
意
識
に
で
き
る
の
か
、

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
実
行
が
、
こ
の

先
も
住
み
続
け
る
で
あ
ろ
う
、
こ

の
地
球
を
き
れ
い
に
す
る
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
ん
な
で
今
の
環
境
や

社
会
を
よ
り
良
く
変
え
ま
せ
ん
か
。

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
行

動
と
協
力
で
。

優秀賞の早川くん（上）と
小原さん（左）

優
秀
賞
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行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
国

に
お
い
て
は
、「
経
済
財
政
運

営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本

方
針
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
三

位
一
体
改
革
と
し
て
国
庫
補
助

負
担
金
、
地
方
交
付
税
、
税
源

移
譲
を
含
む
税
源
配
分
の
見
直

し
に
関
す
る
一
体
的
な
改
革
の

方
針
が
示
さ
れ
、
そ
の
具
体
化

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進

展
、
福
祉
・
環
境
へ
の
関
心
の

高
ま
り
、
I
T
革
命
の
推
進
、

地
方
分
権
社
会
の
到
来
な
ど
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
は
め
ま
ぐ

る
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
昨
年
四
月

に
、
誕
生
し
た
本
市
と
し
て

は
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人
員
体

制
で
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
最
小

の
経
費
（
人
員
）
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
」
と
い
う
地
方
自

治
運
営
の
基
本
原
則
の
も
と
I

T
化
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
や

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
に

よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

を
通
し
て
、適
正
な
人
員
配
置

が
行
え
る
よ
う
定
員
適
正
化
を

図
る
こ
と
が
行
政
改
革
の
中
で

も
最
重
要
課
題
と
し
て
認
識
し
、

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
平
成
十
八

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
山
県
市
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
、
行
政
改
革
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

（
1
）
事
務
事
業
の
見
直
し

ア．

事
務
事
業
の
見
直
し

多
様
化
す
る
行
政
需
要

や
今
後
発
生
し
て
く
る
新

た
な
行
政
課
題
を
的
確
に

認
識
し
、
市
と
し
て
実
施

す
べ
き
事
務
事
業
の
適
正

な
選
択
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
当
初
の
目
的
を

達
成
し
た
も
の
や
社
会
実

情
に
合
わ
な
く
な
っ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
事
務
事

業
の
廃
止
・
縮
小
・
統
合

等
、
徹
底
し
た
整
理
合
理

化
を
図
り
ま
す
。

イ．

民
間
委
託
等

行
政
運
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
民
間
委
託
等

の
実
施
が
適
当
な
事
務
事

業
に
つ
い
て
は
、
行
政
責

任
の
領
域
を
明
確
に
し
つ

つ
、
民
間
委
託
等
を
更
に

推
進
し
ま
す
。

ウ．

市
民
と
の
協
働

市
民
と
の
協
働
関
係
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
参
加
を
一
層
推
進
さ

せ
、
市
民
の
声
を
施
策
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。
ま
た
今
後
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
N
P
O
等
の

役
割
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、
行
政
情
報
の
提
供
や

市
民
の
正
し
い
理
解
に
向

け
た
啓
発
・
P
R
等
に
努

め
る
と
と
も
に
、
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
2
）
組
織
・
機
構
の
見
直
し

本
庁
組
織
に
つ
い
て
は

極
力
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

新
た
な
行
政
課
題
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
ス
ク
ラ

ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

を
基
本
と
し
て
、
時
代
の

要
請
に
迅
速
か
つ
的
確
に

対
応
で
き
る
組
織
・
機
構

の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
危
機
管
理
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

（
3
）
定
員
管
理
お
よ
び
給
与

の
適
正
化
等

ア．

定
員
管
理

組
織
の
統
廃
合
や
業
務

の
委
託
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
定
員
の
削
減
を

図
る
と
と
も
に
、
災
害
対

策
や
環
境
問
題
等
の
新
た

な
業
務
の
発
生
に
対
し
て

は
、
人
員
の
配
置
転
換
等

に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
は
極
力
抑
制
す
る

も
の
の
、
将
来
の
職
員
構

成
を
見
据
え
た
計
画
的
な

採
用
に
努
め
ま
す
。

イ．

給
与
の
適
正
化
等

給
与
に
つ
い
て
は
、
財

政
事
情
や
社
会
経
済
情
勢

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
給
与

の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
年
功
序
列
的
人

事
シ
ス
テ
ム
か
ら
能
力
・

成
果
に
応
じ
た
公
平
性
の

高
い
人
事
管
理
へ
と
移
行

し
ま
す
。

1

基
本
方
針

2

基
本
目
標

山
県
市
行
政

改
革
大
網

多様化する市民ニーズに、限られた財源と人員で対応するためには、事務の

効率化や事務事業の見直しなどの行政改革を推進しなければなりません。市で

はこのほど、この行政改革の基本方針となる行政改革大綱を策定しました。
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（
4
）
職
員
の
資
質
向
上
と
職

場
の
活
性
化

公
務
に
対
す
る
確
固
た

る
使
命
感
と
責
任
感
を
も

ち
、
公
務
員
と
し
て
の
崇

高
な
倫
理
観
に
根
ざ
し
た

幅
広
い
教
養
や
見
識
と
魅

力
あ
る
人
間
性
を
備
え
た

職
員
を
育
成
す
る
た
め
、

職
員
研
修
を
効
果
的
に
運

用
し
一
層
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

（
5
）
情
報
化
の
推
進
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

ア．

情
報
化
の
推
進

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
事
務
の
効
率
化
の
観
点

か
ら
、
C
C
Y
・
L
G
W

A
N
等
の
高
度
情
報
通
信

技
術
を
積
極
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
総
合
利
用

に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
道
路
地
図
情
報

等
の
行
政
情
報
の
電
子
化

を
よ
り
一
層
推
進
し
ま

す
。

イ．

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

窓
口
業
務
に
つ
い
て

は
、
業
務
に
精
通
し
た
職

員
の
配
置
に
努
め
、
接
遇

等
研
修
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
心
の
か
よ
っ
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。

（
6
）
財
政
の
健
全
化

ア．

経
常
的
経
費
の
節
減

公
共
施
設
管
理
・
単
純

労
働
事
務
等
の
民
間
委

託
、
嘱
託
化
の
拡
大
検

討
、
公
共
施
設
の
民
営
化

検
討
を
行
い
、
経
常
的
経

費
の
節
減
を
図
り
ま
す
。

イ．

使
用
料
・
手
数
料
等
の

見
直
し

使
用
料
・
手
数
料
等
の

適
正
な
負
担
水
準
に
基
づ

く
金
額
の
再
設
定
や
各
種

受
益
者
負
担
金
に
お
け
る

減
免
の
在
り
方
を
検
討

し
、
受
益
者
負
担
原
則
の

適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
徴
収
体
制
に
つ
い
て

も
強
化
し
ま
す
。

ウ．

財
政
の
長
期
計
画

長
期
計
画
に
基
づ
く
優

先
事
業
の
明
確
化
と
重
点

配
分
を
行
う
と
と
も
に
効

率
的
・
効
果
的
な
予
算
編

成
・
執
行
体
制
を
確
立
し

ま
す
。

今
後
は
、「
山
県
市
行
政
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
策
定
す
る

「
山
県
市
行
政
改
革
実
施
計
画
」

に
よ
り
、
行
政
改
革
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
進
ち

ょ
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
山
県

市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
及
び

山
県
市
行
政
改
革
推
進
本
部
に

適
宜
報
告
す
る
と
と
も
に
、
助

言
を
得
る
も
の
と
し
、
市
民
に

対
し
て
積
極
的
に
公
表
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
「
山
県
市
行
政

改
革
実
施
計
画
」
に
記
載
さ
れ

て
い
な
い
行
政
改
革
の
課
題
が

生
じ
た
場
合
、
必
要
の
都
度
、

検
討
・
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

●
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ

ル
ド組

織
を
新
設
・
増
設
す
る

際
に
、
既
存
の
組
織
全
体
を

見
直
し
、
役
割
の
終
え
た
も

の
を
廃
止
し
た
後
、
組
織
を

新
た
に
設
立
す
る
こ
と
。
組

織
の
拡
大
を
抑
制
し
よ
う
と

す
る
考
え
方
。

●
L
G
W
A
N
（
エ
ル
ジ
ー
ワ

ン：

L
o
c
a
l

G
o
v

e
r
m
e
n
t

W
A
N
）

地
方
自
治
体
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
相
互

接
続
し
た
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
。
都
道
府
県
、
市
区
町
村

の
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
接

続
さ
れ
て
お

り
、
中
央
省
庁

の
相
互
接
続
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
霞
ヶ
関
W

A
N
に
も
接
続

さ
れ
て
い
る
。

3

今
後
の
取
り
組
み

用
語
解
説
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■ 問い合わせ先　　山県市役所　健康課　　22・6839

「
今
ど
き
の
お
母
さ
ん
の
子
育

て
は
○
○
だ
か
ら
」
と
よ
く
聞
き

ま
す
が
、『
今
ど
き
の
子
育
て
』

っ
て
ど
ん
な
子
育
て
な
の
で
し
ょ

う
か
。

今
回
は
山
県
市
の
子
育
て
事
情

に
つ
い
て
、「
や※

　

ま
が
た
元
気
っ
子

計
画
」
の
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
を
も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

☆
家
族
形
態

今
回
の
調
査
で
は
、
対
象
と
な

る
お
子
さ
ん
の
家
庭
の
半
数
以
上

が
核
家
族
で
し
た
。
そ
う
な
る
と

ど
う
し
て
も
お
母
さ
ん
に
子
育
て

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。

で
は
今
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
子

ど
も
の
こ
ろ
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
子
ど
も

の
こ
ろ
は
核
家
族
が
急
増
し
、
兄

弟
の
人
数
も
減
り
つ
つ
あ
っ
た
た

め
、
小
さ
い
子
ど
も
と
接
す
る
機

会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
今
は
、
自
分
が
生
ん

で
初
め
て
、
赤
ち
ゃ
ん
を
さ
わ
っ

た
り
、
だ
っ
こ
し
た
り
し
た
、
と

い
う
人
も
い
る
時
代
な
の
で
す
。

今
回
の
調
査
で
は
、
子
育
て
に

対
す
る
悩
み
・
不
安
が
あ
る
と
い

う
方
が
八
十
％
お
り
、
子
ど
も
の

年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
そ
の

割
合
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

初
め
て
直
面
す
る
場
面
で
も
な

ん
と
か
し
よ
う
と
、
経
験
が
無
い

と
こ
ろ
を
補
う
た
め
、
お
母
さ
ん

た
ち
も
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
情

報
を
得
て
子
育
て
し
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
の
で
す
。
で
は
、
そ

の
情
報
は
ど
こ
か
ら
得
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

☆
実
際
に
何
か
ら
情
報
を
得
る
か

テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
等
か
ら

得
る
情
報
も
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
子
育
て
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お

り
に
な
か
な
か
い
か
な
い
の
が
現

実
で
す
。

☆
子
育
て
に
つ
い
て
誰
と
話
す
か

（
複
数
回
答
）

配
偶
者
…
…
八
六
％

自
分
の
母
…
七
六
％

友
人
…
…
…
七
六
％

☆
ス
ト
レ
ス
解
消
法
（
複
数
回

答
）

人
と
話
を
す
る
…
八
五
％

買
い
物
を
す
る
…
五
六
％

ひ
と
昔
前
は
、
兄
弟
も
多
く
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な

ど
み
ん
な
で
子
育
て
し
て
い
た
た

め
、
子
育
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
い

ろ
ん
な
人
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
は
家
族
形
態
が
変
化
し
て
核

家
族
が
増
え
、
お
母
さ
ん
ひ
と
り

で
育
児
を
か
か
え
こ
ん
で
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

昔
と
今
と
子
育
て
の
方
法
は
、

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
変
わ
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち

の
子
育
て
の
時
は
こ
う
だ
っ
た
か

ら
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
、
そ

の
ア
ド
バ
イ
ス
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
現
実
に
、
思
い
通
り
に

い
か
な
い
子
育
て
に
悩
み
を
抱
え

て
い
る
お
母
さ
ん
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

い
ま
ど
き
の

子
育
て
っ
て
な
あ
に
？

子
育
て
に
行
き
詰
ま
っ
た
時

ど
う
す
る
？

0

5
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15

20

25

30
％�

友人� 家族� 新聞・雑誌�

25.5％� 24.1％�

19.1％�

子育ての情報源�

（やまがた元気っ子計画より）�

（やまがた元気っ子計画より）�
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3.2％�

39.8％�

夫婦と子供のみの�
家族（核家族）�

夫婦と子供以外の�
人を含む家族�

その他�
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だ
か
ら
、
も
し
近
所
で
困
っ
て

い
る
お
母
さ
ん
に
何
か
協
力
し
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
た
ら
「
困
っ
た

時
は
協
力
す
る
よ
」
と
声
を
か
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
一
言

で
お
母
さ
ん
た
ち
は
す
ご
く
相
談

し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

健
康
課
で
は
お
母
さ
ん
た
ち
が

気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
を
提
供

し
よ
う
と
、
乳
幼
児
相
談
を
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
母
さ
ん
同
士
気
軽
に

子
育
て
に
つ
い
て
話
せ
る
よ
う
に

子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す
や
児
童
館
、

各
中
央
公
民
館
等
で
子
育
て
支
援

の
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
教
室
に
参
加
し
た

り
、
お
母
さ
ん
同
士
お
出
か
け
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
お
母
さ
ん
自

身
が
楽
し
く
子
育
て
す
る
た
め
に

大
切
な
こ
と
で
す
。
ご
家
族
の
方

や
ご
近
所
の
み
な
さ
ん
、
お
母
さ

ん
た
ち
が
楽
し
く
子
育
て
で
き
る

よ
う
ぜ
ひ
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
ー

い
」
と
気
持
ち
よ
く
送
り
出
し
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

や※
　

ま
が
た
元
気
っ
子
計
画

昨
年
度
、
策
定
委
員
の
み
な
さ

ん
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
山
県
市

を
担
う
子
供
た
ち
が
健
や
か
で
心

豊
か
に
育
つ
た
め
の
方
策
を
検
討

し
た
も
の
で
す
。
デ
ー
タ
は
山
県

市
在
住
で
、
三
歳
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
持
つ
保
護
者
、
三
百
五
十
一

名
を
対
象
に
調
査
し
た
結
果
得
ら

れ
た
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
協
力
で
き
る
こ
と

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ

※託児あります。
日　時 8月27日（金） 午前10時～午後1時30分
場　所 保健福祉ふれあいセンター
内　容 妊娠中の過ごし方等の勉強会、調理実習
持ち物 母子健康手帳、エプロン、三角布等
申込方法 8月24日（火）までに

山県市役所健康課（ 22・6839）へ
お申し込みください。

先輩ママと赤ちゃん、助産師さんを交えて
一緒に楽しく過ごしませんか？

日　時
場　所
内　容
持ち物
申込方法

住民の皆さんの健康づくりをお手伝いするために公開講座を
開催いたします。この機会にぜひご参加ください。

日　程
●第1回 〈日　時〉8月19日（木） 午後1時30分～3時

〈テーマ〉身近な薬草2004
〈講　師〉岐阜薬科大学　飯沼宗和教授（生薬学）

●第2回 〈日　時〉9月9日（木） 午後1時30分～3時
〈テーマ〉検査値の見方について
〈講　師〉岐阜地域保健所　竹腰知治所長

●第3回 〈日　時〉10月21日（木） 午後1時30分～3時
〈テーマ〉食品の安全性について
〈講　師〉東海農政局岐阜農政事務所　消費生活課

加藤伸治氏
参加費 無　料
対象者 山県市など岐阜地域保健所管内に在住の方
会　場 岐阜県健康科学センター（各務原市那加不動丘）
参加方法 申し込みは不要です。当日直接お出かけください。
問い合わせ先 岐阜地域保健所　健康増進課

保健指導担当　　0583・80・3004

『いきいき健康公開講座』
（前期分）参加者募集

『いきいき健康公開講座』
（前期分）参加者募集

日　程

対象者
会　場
参加方法
問い合わせ先

参加費

岐阜県口腔（こうくう）保健協議会主催で11月3日（水）に
「歯と健康フェステイバル」が開催されます。
このフェステイバルでは、8020達成者の表彰があります。

表彰の対象は、80歳以上で20本以上自分の歯を保っている
方です。
該当すると思われる方はお近くの歯科医院に8月21日（土）ま
でに申し出てください。
表彰の候補者として歯科医院より推薦していただけます。
詳しくは、山県市役所健康課（ 22・6839）までお問い合
わせください。

80歳以上の方で健康な歯が
20本以上ある方を募集
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ピ
チ
ピ
チ
っ
と
し
た
弾
力
の
あ

る
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
。
そ
の
奥
に
は

た
っ
ぷ
り
の
水
分
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
成
長
と
と
も
に
骨

や
筋
肉
が
発
達
し
て
く
る
と
、
体

の
中
に
占
め
る
水
分
の
割
合
は
減

少
し
て
き
ま
す
。

子
供
で
も
大
人
で
も
必
要
な
水

分
量
が
足
り
な
く
な
れ
ば
脱
水
症

を
起
こ
し
ま
す
。

な
か
で
も
水
分
の
割
合
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
お
年
寄
り
は
、
脱

水
症
に
な
り
や
す
く
ダ
メ
ー
ジ
も

大
き
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
一
日
に
何
杯
か
の
飲

み
物
を
飲
み
ま
す
。
ま
た
食
べ
物

の
中
に
も
水
分
は
含
ま
れ
て
い
ま

す
。こ

う
し
て
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ

り
す
る
こ
と
で
体
に
必
要
な
水
分

を
補
給
し
て
い
ま
す
。

手
術
の
後
や
加
齢
な
ど
に
よ
っ

て
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な

っ
て
い
た
り
、
水
を
飲
も
う
と
す

る
意
欲
が
起
き
な
か
っ
た
り
す
る

と
き
は
要
注
意
で
す
。

水
分
摂
取
不
足
で
は
脱
水
症
や

脳
梗
塞

こ
う
そ
く

が
お
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

の
ど
の
渇
き
が
な
く
て
も
、
少

し
ず
つ
、
こ
ま
め
に
飲
む
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ト
イ
レ
に
行
く
の
が
面

倒
く
さ
い
か
ら
と
い
っ
て
水
分
を

控
え
る
こ
と
も
禁
物
で
す
。
た
だ

し
、
心
臓
病
や
腎じ

ん

臓
病
で
水
分
制

限
が
必
要
な
場
合
は
、
主
治
医
の

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
朝
起
き
た
と
き
と
寝
る
前
に
水

分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。（
寝
て

い
る
と
き
も
呼
吸
や
発
汗
で
体

の
水
分
は
減
っ
て
い
ま
す
）

●
毎
食
後
に
は
お
茶
な
ど
を
飲
む

こ
と
で
口
の
中
を
清
潔
に
し
、

気
分
も
ゆ
っ
た
り
と
。

●
午
前
と
午
後
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
。

●
農
作
業
に
出
か
け
る
と
き
、
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
戸
外
の
活
動

を
す
る
と
き
は
、
お
茶
を
持
参

し
、
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

●
下
痢
や
嘔
吐

お
う
と

を
し
た
と
き
、
発

熱
し
て
い
る
と
き
は
普
段
よ
り

多
く
の
水
分
を
失
い
ま
す
。

（
医
師
の
指
示
を
受
け
ま
し
ょ

う
）

普
段
は
水
や
お
茶
、
牛
乳
な
ど

で
よ
い
の
で
す
が
、
大
量
に
汗
を

か
い
た
と
き
や
下
痢
、
嘔
吐
の
時

に
は
体
液
と
同
じ
成
分
を
含
ん
で

い
て
吸
収
が
早
い
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
時

に
は
、
点
滴
を
打
た
な
い
と
手
遅

れ
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る

の
で
大
至
急
病
院
へ
。

脱
水
症
は
、
時
に
命
を
も
奪
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

意
識
し
て
水
分
を
と
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

命
の
水
を
た
っ
ぷ
り
飲
も
う

山県市在宅介護支援センター　　　　22・6838

山県市社協在宅介護支援センター　　52・2800

椿野苑在宅介護支援センター　　　　22・6003

桜美寮在宅介護支援センター　　　　36・2013

在宅介護支援センター
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▼
募
集
人
員

一
名

▼
賃
金

日
額
五
千
七
百
円

▼
勤
務
内
容

学
校
給
食
調
理

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
三
時
十
五
分
（
実
働
六
時
間
）

▼
勤
務
地

市
内
小
学
校

▼
雇
用
期
間

平
成
十
六
年
九
月
一
日

〜
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除

く
）

▼
資
格
、
条
件

十
八
歳
以
上
で
調
理

経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
調
理
に
関
心

の
あ
る
方

▼
待
遇

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険

加
入

▼
応
募
方
法

八
月
十
三
日
（金）
ま
で
に

履
歴
書
を
市
役
所
秘
書
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

36
・
3
3
0
3

山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
で

祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
出
店
は
有
料
（
金
額
は
未

定
）
で
、
テ
ン
ト
一
張
り
（
二
間
×
三

間
）
限
定
で
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
（
山

県
市
内
の
方
を
優
先
）
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

出
店
希
望
者
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
官
製
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
山

県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
直
接
申
し
込
み
さ
れ
る
方

は
、
山
県
市
役
所
産
業
振
興
課
窓
口
に

て
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り

●
開
催
日

十
月
三
日
（日）

●
開
催
場
所

四
国
山
香
り
の
森
公

園

▼
バ
ザ
ー
出
店

●
応
募
期
間

八
月
十
日
（火）
〜
八
月

二
十
四
日
（火）

●
申
込
書
記
入
事
項

店
名
・
代
表

者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
出

店
内
容
・
希
望
テ
ン
ト
数

●
応
募
先

山
県
市
役
所
　
産
業
振
興
課
内

山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会

〒
5
0
1
―
2
1
9
2

山
県
市
高
木
一
〇
〇
〇
番
地
一

0
5
8
1
・
2
2
・
6
8
5
0

▼
問
い
合
わ
せ
先

日
日
雇
用
職
員

（
学
校
給
食
調
理
員
）
募
集

山
県
市
ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

募 集 種 目

看護学生

防衛大学校学生（推薦）

防衛大学校学生（一般）

防衛医科大学校学生

受 験 資 格

高卒（見込含）24歳未満

〃　　　21歳未満

〃　　　　 〃

〃　　　　 〃

受 付 期 間

9月10日～10月1日

9月06日～9月08日

9月10日～10月1日

〃

1 次試験

10月17日

9月25、26日

11月13、14日

11月6、7日

試験区分

AⅡ（男性・2回目）

A（女性・2回目）

少年補導職員

B（男性）

B（女性）

受 験 資 格

昭和48.4.2～58.4.1生まれの大
卒（見込含）の方

昭和44.4.2～60.4.1生まれの方
（他に条件あり）

昭和48.4.2～62.4.1生まれの大
卒（見込含）以外の方

受付期間

8月16日（月）から
9月03日（金）まで

1次試験
9月19日（日）

第2次試験
10月中旬

最終合格日
11月中旬

採用予定日
平成17年4月1日

問い合わせ先 自衛隊岐阜募集案内所（岐阜市東金宝町2－4） 058・262・1818

問い合わせ先 山県警察署　　22・0110

自衛官等募集

岐阜県警察官募集
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山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
役
所
産
業
振
興
課
内
）

22
・
6
8
3
0

来
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
開
催
す
る

「
花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5
ぎ
ふ
」
の
会

場
内
で
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5

ぎ
ふ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容

会
場
内
で
の
案
内
誘

導
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
貸
し

出
し
・
管
理
、
案
内
所
で
の
忘
れ
物

や
迷
子
へ
の
対
応
、
エ
コ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
資
源
回
収
活
動
　
な
ど
来

場
者
へ
の
お
も
て
な
し
活
動

▼
活
動
場
所

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園

（
可
児
市
瀬
田
）

▼
活
動
期
間

平
成
十
七
年
三
月
一
日

か
ら
六
月
十
二
日
ま
で
の
内
五
日
以

上
▼
募
集
開
始

平
成
十
六
年
八
月
一
日

か
ら

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

花
フ
ェ
ス

タ
2
0
0
5
ぎ
ふ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
可
児
市
広
見
　
可
児
市
総

合
会
館
四
階
）

0
5
7
4
・
6
0
・
5
0
4
5

0
5
7
4
・
6
0
・
5
0
6
7

H
P

http://w
w
w
.hana2005.jp

岐
阜
県
障
害
者
福
祉
協
会
が
、
障
害

者
の
自
立
意
欲
を
促
し
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
福
祉
フ
ェ

ア
ー
へ
の
出
品
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
ふ
れ
あ
い
福
祉
フ
ェ
ア

●
会
場

マ
ー
サ
21

セ
ン
ト
ラ
ル

コ
ー
ト
（
岐
阜
市
正
木
）

●
開
催
日

九
月
十
日
（金）
〜
九
月
十

二
日
（日）

▼
作
品
募
集

●
提
出
期
限

九
月
一
日
（水）

●
提
出
場
所

山
県
市
福
祉
事
務
所

（
市
役
所
　
社
会
福
祉
課
）

●
作
品
規
定

絵
画
、
工
作
物
、
手

芸
等
（
非
売
品
は
一
人
一
点
と
し

て
、
大
き
さ
は
九
十
cm
×
九
十
cm

以
内
。
販
売
品
は
規
定
無
し
）

●
表
彰

知
事
賞
・
会
長
賞
等
多
数

有
り

▼
そ
の
他

福
祉
フ
ェ
ア
で
は
、
作
品

の
展
示
・
販
売
の
ほ
か
、
福
祉
機
器

の
展
示
、
相
談
所
の
開
設
等
も
あ
り

ま
す
の
で
、
一
般
の
方
も
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5
ぎ
ふ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

岐
阜
県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
福
祉

フ
ェ
ア
の
開
催
案
内
と
作
品
募
集

東海地区最大級のアマチュアバンドコンテスト

真夏の夜空に妖
あや

しく浮かび上がるドーム。

ライトのあたるステージで、アマチュアバンド

の頂点の座と賞金10万円をかけて、50組のバ

ンドが熱いステージを繰り広げます。

☆バカテク大会☆
コンテスト出場者が自慢の腕を披露。超速弾きから曲芸まで！？
観客の投票で優勝者が決まり、優勝者に投票した人の中から抽

選で豪華景品が当たります。
☆バザー☆

焼きそば・牛くし・ジュース・かき氷　など
夢先案内所
ゆめさきあんないじょ

バンドでどん実行委員会
090・7046・0816（久保田）

HP http://www2.shogo.com/don-yumesaki/top.html

会場 大桑 四国山香りの森公園 香りドーム
（入場無料　無料駐車場あり）

日時 8月14日（土） 午前10：00より
（雨天決行）

主催・問い合わせ先

FAX
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平
成
十
七
年
版
岐
阜
県
民
手
帳
の
予

約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま

っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
サ
イ
ズ

十
七
・
三
cm
×
九
・
一
cm

▼
色

紺
・
エ
ン
ジ
・
グ
レ
ー
・
サ
ッ

ク
ス
ブ
ル
ー

▼
価
格

四
百
八
十
円（
消
費
税
含
む
）

▼
申
込
期
限

八
月
三
十
一
日
（火）

▼
配
布
時
期

十
月
下
旬
（
予
定
）

▼
申
込
先

山
県
市
役
所
　
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

西
武
芸
地
区
の
夏
の
風
物
詩
、
八
朔

は
っ
さ
く

川
祭
り
万ま

ん

燈ど
う

会え

で
、
武
儀
川
を
彩
る

灯
籠

と
う
ろ
う

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
八
朔
川
祭
り
万
燈
会

●
日
時

八
月
二
十
八
日
（土）

夕
暮

れ
ご
ろ
よ
り
（
雨
天
順
延
）

●
場
所

西
武
芸
橋
周
辺

▼
灯
籠
作
品
募
集

次
の
販
売
店
で
灯
籠
キ
ッ
ト
を
ご

購
入
し
て
い
た
だ
き
、
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
ら
販
売
店
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

●
灯
籠
キ
ッ
ト
販
売
店

喫
茶
エ
イ

ト
、
山
務
、
富
田
屋
菓
子
店
、
豊

吉
屋
精
肉
店
、
ほ
か
西
武
芸
地
区

内
山
県
市
観
光
協
会
会
員
店

●
灯
籠
キ
ッ
ト

一
キ
ッ
ト
五
百
円

●
作
品
提
出
期
限

八
月
十
八
日
（水）

▼
問
い
合
わ
せ
先

美
山
西
武
芸
橋
T
O
R
O
会
実
行
委
員
会

52
・
1
1
7
5
（
山
田
）

52
・
1
1
0
8
（
吉
田
）

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
等
、
打
ち
明

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み
を
抱
え
て

お
ら
れ
る
方
は
、
ど
な
た
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
。

電
話
相
談
も
応
じ
ま
す
の
で
、
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

▼
日
時

八
月
二
十
六
日
（木）

午
前
十

時
〜
午
後
五
時

▼
場
所

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課
（
岐
阜
市
金
竜
町
五
―
一
三
番
地
）

0
5
8
・
2
4
5
・
3
1
8
1

（
内
線
7
0
3
）

子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

0
5
8
・
2
4
0
・
5
5
1
0

八
朔
川
祭
り
万
燈
会

灯
籠
作
品
募
集
中

平
成
十
七
年
版
岐
阜
県
民
手
帳

予
約
募
集
中

「
県
下
一
斉
子
ど
も
の
人
権
相

談
所
」
開
設

山県市文化の里　古田紹欽記念館�

日本文化と地域
文化を発信する山県
市文化の里古田紹
欽記念館では、この

度山県市にゆかりの深い女流教育家「棚橋絢子
女史」の特別展を企画しました。
絢子女史は江戸末期に生まれ、19歳の時美濃
国伊自良郡松尾村（現山県市松尾）出身の盲目
の漢学者棚橋大作氏に嫁ぎます。幸せな生活は
長くは続かず義父新吾右衛門の事業の失敗と死
により、困窮の生活を強いられることとなりま
した。女性の社会的地位が確立されてない時代
に夫の大作氏を心の支えとして、あらゆる困難

を乗り越え女子教育に情熱を注ぎます。その生
涯を通して女史の不撓不屈

ふ と う ふ く つ

の精神、豊かな人生
観に迫ります。ぜひご覧ください。

期　　間：8月10日（火）～9月18日（土）
開館時間：9：00～17：00
入 場 料：無　料
休 館 日：8月15、16、23、30日

9月6、13日
主　　催：山県市文化の里　古田紹欽記念館

山県市教育委員会

盲目の夫　漢学者棚橋大作を心の支えに、
貧苦を乗り越え生涯を女子教育にささぐ



99 広報やまがた 2003.623 広報やまがた 2004.8

最
近
、
市
役
所
下
水
道
課
の
委
託
で

あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
訪
問
し
、
下

水
道
の
点
検
・
清
掃
を
申
し
出
る
業
者

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃
を

業
者
に
委
託
し
て
行
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
な
申
し
出
が
あ

っ
た
場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は
、
身
分

証
の
提
示
を
求
め
ら
れ
る
か
、
市
役
所

下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
下
水
道
課

22
・
6
8
3
6

無
料
で
個
別
労
働
問
題
の
解
決
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
セ
イ
フ
テ
ィ
・

ネ
ッ
ト
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

岐
阜
県
労
働
局
で
は
、
こ
の
法
律
に

基
づ
き
労
働
者
と
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ

ル
の
円
満
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

本
制
度
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
県
労
働

局
総
務
部
企
画
室
（

0
5
8
・
2
4

5
・
8
1
2
4
）
も
し
く
は
最
寄
り
の

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
労
働
基
準

監
督
署
内
に
設
置
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
か
月
間

に
わ
た
り
、
全
国
消
費
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
五
年
ご
と
に
実
施
す

る
も
の
で
、
調
査
結
果
は
統
計
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
国
や
地
域
社
会
に
密
着

し
た
福
祉
行
政
、
消
費
者
行
政
な
ど
に

役
立
つ
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
う
か
が

い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
総
合
企
画
課

22
・
6
8
2
4

平
成
十
六
年
全
国
消
費
実
態
調

査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

山県市消防本部　　22・0119

夏も本番を迎え、家の庭などで子供たちが花火を
しているのを見かけるようになりました。
楽しい花火もちょっとした不注意で、やけどや火

事等の事故につながるおそれがあります。
安全に楽しく遊ぶために次のことを守りましょう。

①花火を人に向けたり、燃えやすい物のそばで遊
んだりしない。

②水バケツなど、すぐ消火できるものを用意して
おく。

③大人と一緒に遊び、子供たちだけでやらない。
④風の強いときには、花火をしない。
⑤一度にたくさんの花火に火をつけない。

火事・救急・救助は119番

総合体育館　　22・6622

01日（日） ふれあい
ソフトバレーボール交流会

08日（日） 県バドミントン初心者大会

22日（日） ソフトバレー地区交流会

29日（日） 市バレーボール連盟杯バレー大会

【清掃休館日　8月16日（月）】

8月の総合体育館スポーツイベント

解
雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
は
、

お
気
軽
に
岐
阜
労
働
局
へ

悪
質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
（
所
得
制
限
で
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
方
を
含
む
）
は
、
毎
年
八
月
に
現

況
の
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
社
会
福
祉
課
よ
り
「
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
に
つ
い
て
の
封
書
」
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
・
証
書
・
必

要
書
類
を
持
っ
て
期
間
中
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
引
き
続
い
て
八
月
分
か
ら
の

手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

八
月
二
日
（月）
〜
八
月
三

十
一
日
（火）
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
役
所
　
社
会
福
祉
課

22
・
6
8
3
7

【
児
童
扶
養
手
当
と
は
】

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
父
親
と
生

計
を
と
も
に
し
て
い
な
い
児
童
（
十
八

歳
に
達
し
た
最
初
の
三
月
末
ま
で
の
児

童
、
障
害
の
あ
る
場
合
は
二
十
歳
）
の

母
や
、
父
が
重
度
の
障
害
が
あ
る
児
童

の
母
、
あ
る
い
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
も
の
で
す
。（
所
得
制
限
等

に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。）

市民の生涯学習における指導者要請にこた
えるため、生涯学習や生涯スポーツの分野で
指導者としてご活躍されている方を登録して
おく、生涯学習リーダーバンクを山県市とし
て新たに作成します。
現在このリーダーバンクへの登録を受付中

です。
市内の指導者の皆さん、ぜひこの機会にリ

ーダーバンクへの登録をお願いします。
登録資格 山県市民（原則）で満20歳以上

の指導者として適格な方。
登録方法 登録申請書（教育センターにあり

ます）を期限までに提出してくだ
さい。
※登録者は冊子等により広く市民
に紹介します。

登録の申込期限 8月31日（火）
問い合わせ先
山県市教育センター（伊自良中央公民館内）

36・3307 36・3778

富永地内、富波保育園東にある国
道418号と市道水品線の交差点（三
さ路）は、現在、国道側が一時停止
となっていますが、施工中の国道改
良工事終了後は、市道側が一時停止
となります。
国道を北進する車は今までのよう

に一時停止しませんので、国道を南
進して市道へ右折、および市道から
国道へ合流される場合は十分にご注

意ください。
また、工事中は

大変ご迷惑をおか
けしますが、ご協
力をお願いしま
す。

武儀川武儀川�

武
儀
川

武
儀
川�

武儀川�

武
儀
川�

418
富波�
保育園�

村上歯科�

富永郵便局�

木
村
接
骨
院�

国
道
41
8
号�

臼井内科�

市
道
水
品
線

市
道
水
品
線� 富永橋�

現　在� 道路改良終了後�

国
道
418
号�

市
道�

止
ま
れ�

国
道
418
号�市道�

止
ま
れ�

止まれ�

新たに設置新たに設置�

消
去�

新たに設置�

N

市
道
水
品
線�

児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
は
8
月
中
に

山県市生涯学習リーダーバンク
登録者の募集

登録資格

登録方法

登録の申込期限
問い合わせ先

FAX
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平成13年1月1日発行

8月の�

平成13年1月1日発行

高　富

高　木

梅　原

柿　野

富　永

岩　佐

高　富

佐　賀

東深瀬

梅　原

大　桑

東深瀬

西深瀬

梅　原

伊佐美

大　桑

平　井

大　森

大　門

原

谷　合

柿　野

岩　佐

中　洞

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22・6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

応援します�

31，446人（－11）

男 15，403人（－11）

女 16，043人（± 0）

世帯数 9，810戸（± 0）

前月比

6月届出分

人口の動き（平成16年7月1日現在）

カン・白
色トレイ

13日

9日

16日

18日

11日

20日

18日

23日

6日
（9月3日）

5日
（9月2日）

4日
（9月1日）

3日

26日

28日

27日

25日

27日

びん・ペッ
トボトル

19日

24日

21日

14日

21日

17日

7日
（9月4日）

10日

12日

10日

不燃ごみ
粗大ごみ

23日

24日

18日

19日

11日
12日

16日
17日

25日

9日

10日

26日
27日

3日
（9月2日）

2日
（9月1日）

3日
（9月2日）

4日

5日

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞
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▼
プ
ロ
野
球
界
は
合
併
問
題
や
一
リ
ー
グ
制

移
行
な
ど
で
何
か
と
に
ぎ
わ
し
く
、
巨
人
オ

ー
ナ
ー
の
強
引
な
手
法
が
、
い
ろ
い
ろ
と
非

難
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
▼
と
こ
ろ
で

セ
・
リ
ー
グ
の
残
り
五
球
団
が
、
オ
ー
ナ
ー

会
議
の
席
で
は
何
も
言
わ
ず
、
終
わ
っ
た
後

に
一
リ
ー
グ
制
移
行
反
対
と
か
言
い
出
し
た

の
は
、
ち
ょ
っ
と
ど
う
か
な
と
思
い
ま
す
。

反
対
な
ら
ば
ち
ゃ
ん
と
会
議
の
と
き
に
意
見

を
言
っ
て
議
論
す
べ
き
な
の
で
は
。
▼
ち
な

み
に
、
こ
の
件
で
は
こ
ん
な
感
想
を
持
ち
ま

し
た
が
、
と
な
り
の
Ｔ
く
ん
と
違
っ
て
巨
人

フ
ァ
ン
で
は
な
い
の
で
、
巨
人
の
味
方
を
す

る
気
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
。（
O
N
）

▼
い
よ
い
よ
夏
本
番
。
今
年
は
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
発
祥
の
地
で
日
本
人
選
手
た
ち
が
ど
ん
な

プ
レ
ー
を
し
て
く
れ
る
か
、
と
て
も
楽
し
み

で
す
。
▼
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。

選
手
寿
命
な
ど
を
考
え
る
と
、
一
生
に
一
度

の
晴
れ
の
舞
台
に
な
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
人
生
の
す
べ
て
を
こ
の
一

瞬
に
か
け
る
選
手
た
ち
の
素
晴
ら
し
い
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（
T
）
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刀
匠
名
、
兼
國
（
か
ね
く

に
）。
刀
鍛
冶

か

じ

に
な
っ
て
約
十

八
年
、
師
匠
で
父
の
兼
圀
さ
ん

に
師
事
し
、
日
本
美
術
刀
剣
保

存
協
会
主
催
の
現
代
刀
コ
ン
ク

ー
ル
「
平
成
十
六
年
新
作
刀
展

覧
会
」
作
刀
（
太
刀
・
刀
）
の

部
で
最
高
賞
で
あ
る
高
松
宮
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

本
名
・
尾
川
光
敏
さ
ん
、
昭

和
二
十
八
年
生
ま
れ
の
五
十
一

歳
。
西
深
瀬
在
住
で
、
鍛
練
所

た
ん
れ
ん
じ
ょ

は
武
芸
川
町
に
あ
り
ま
す
。

火
床

ほ

ど

で
火
を
使
う
た
め
、
た

い
へ
ん
な
暑
さ
に
な
る
鍛
練
所

で
、
鋭
い
眼
差
し
で
火
床

ほ

ど

に
空

気
を
送
り
温
度
調
整
を
行
う
。

少
し
の
温
度
調
整
の
失
敗
で
出

来
映
え
に
影
響
が
出
て
し
ま

う
。「

今
は
一
部
だ
け
機
械
で
作

業
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

が
手
打
ち
で
す
。
師
匠
で
も
あ

る
父
は
八
十
歳
に
な
り
ま
す
が

い
ま
だ
に
現
役
で
す
。
体
力
が

い
る
仕
事
で
す
か
ら
た
い
し
た

も
の
で
す
。」

「
こ
の
仕
事
は
勘
が
頼
り
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
い
ま
だ

に
ほ
と
ん
ど
が
手
打
ち
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。」

「
父
が
や
っ
て
い
た
か
ら
、

き
っ
と
こ
の
世
界
に
飛
び
込
ん

だ
ん
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
世
界

に
入
っ
て
高
松
宮
賞
の
よ
う
な

特
賞
を
と
る
こ
と
が
一
つ
の
目

標
で
し
た
。
で
す
か
ら
受
賞
を

聞
い
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
一
振
一
振
思
い

を
込
め
て
と
り
く
ん
で
き
た
成

果
が
実
っ
た
と
い
う
感
じ
で

す
。」「最

初
の
う
ち
は
本
当
に
上

手
に
で
き
な
く
て
。
で
も
夢
を

追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
こ
れ
だ
』
と
い
う
究
極
の
刀

が
で
き
な
い
。
作
り
続
け
る
限

り
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
底
の
な
い
仕
事
で
す
か

ら
、
飽
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。」これ

か
ら
の
目
標
は
「
も
っ

と
も
っ
と
い
い
刀
を
作
り
、
一

振
で
も
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
れ

る
刀
を
作
り
た
い
。」

一
振
一
振

ひ
と
　
ふ
り
　
ひ
と
　
ふ
り

に
思
い
を
込
め
て

FAX


